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高
校
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

を
開
催
（
９
月
２
５
日
） 

 

大
阪
の
高
校
教
育
の
問
題
点

と
課
題
が
明
ら
か
に 

  

大
阪
教
職
員
組
合
高
校
部

（
府
高
教
・
大
阪
市
高
教
・
大

阪
私
学
教
職
員
組
合
）
は
、
大

阪
社
会
福
祉
指
導
セ
ン
タ
ー
で

大
阪
高
校
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。
『
「
学
費
無

償
」
時
代
の
大
阪
の
高
校
教
育

の
あ
り
方
を
探
る
～
大
阪
の
公

立
・
私
学
の
現
場
か
ら
～
』
を

テ
ー
マ
に
４
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
の
発
言
、
約
１
０
名
の
フ
ロ

ア
発
言
で
大
阪
の
高
校
教
育
の 

問
題
点
と
課
題
が
明
ら
か
に
な

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し

た
。「
今
春
の
公
立
全
日
制
高
校 

入
学
枠
の
拡
大
の
効
果
は
明
白
。

し
か
し
大
阪
の
全
日
制
高
校
進

学
率
は
全
国
で
４
５
位
と
い
ま 

だ
に
低
い
状
態
。」（
府
高
教
・
不 

 

田
副
委
員
長
） 

 
「
公
立
高
校
授
業
料
無
償
化
・

就
学
支
援
金
の
制
度
は
始
ま
っ

た
が
、
教
科
書
代
や
修
学
旅
行
代

な
ど
ま
だ
ま
だ
教
育
費
の
個
人

負
担
が
多
い
状
態
。」（
市
高
教
・

竹
下
先
生
）「
今
年
度
か
ら
大
阪

と
京
都
の
私
学
は
年
収
３
５
０

万
円
未
満
の
家
庭
は
授
業
料
無

償
化
に
な
っ
た
。
学
校
に
よ
っ

て
、
対
象
生
徒
が
数
人
の
と
こ

ろ
か
ら
３
～
４
割
の
と
こ
ろ
も

あ
り
、
学
校
間
で
格
差
が
大
き

い
。」（
大
私
教
・
岩
井
書
記
長
）

「
丌
況
に
よ
る
家
庭
状
況
か
ら

し
て
当
然
公
立
志
向
は
高
い
。

公
立
全
日
制
の
入
学
枠
拡
大
に

は
多
く
の
生
徒
が
救
わ
れ
た
。

中
学
校
の
３
年
生
の
担
任
と
し

て
は
高
校
の
多
様
化
、
学
科
・
コ

ー
ス
の
再
編
成
な
ど
変
化
が
あ

ま
り
に
激
し
く
対
処
す
る
の
が

大
変
。
」
（
東
淀
川
中
学
・
更
家

先
生
）
な
ど
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

か
ら
問
題
意
識
の
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
府
高

教
の
米
山
書
記
長
は
「
出
さ
れ

た
問
題
・
課
題
は
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
解
決
で
き

る
問
題
で
は
な
く
、
今
後
と
も

じ
っ
く
り
学
校
だ
け
で
な
く
、

社
会
全
体
で
議
論
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。」

と
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

子子
どど
もも
とと
教教
育育
・・文文
化化
をを
守守
るる  

大大
阪阪
府府
民民
会会
議議
ニニ
ュュ
ーー
スス  

  

事
務
局 

大
阪
教
職
員
組
合
書
記
局
内 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６
・
６
７
６
８
・
２
３
３
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６
・
６
７
６
８
・
２
２
３
９ 

発
行 

 

２
０
１
０
年
１
０
月
６
日 

NO．２ 

メールアドレス 

daikyoso@ 

daikyoso.jp 
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文
部
科
学
省
は
８
ヵ
年
で
の

尐
人
数
学
級
推
進
計
画
案
を
決

定
し
ま
し
た
が
、
初
年
度
は
公

開
で
行
な
う
「
政
策
コ
ン
テ
ス

ト
」（
事
業
仕
分
け
）
で
決
め
る

「
特
別
枠
」
で
の
要
望
項
目
と

し
て
い
ま
す
。
各
省
庁
か
ら
の

要
望
額
総
計
（
３
兆
円
）
を
絞

り
込
む
た
め
、「
国
民
に
広
く
意

見
を
聞
く
」
と
し
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
１
０
月
１
９
日

締
め
切
り
で
意
見
募
集
し
て
い

ま
す
。
１
兆
円
強
ま
で
の
大
幅

な
財
政
削
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

確
実
な
実
現
の
た
め
世
論
の
力

で
後
押
し
を
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
全
国

署
名
の
成
功
と
と
も
に
、
こ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
取

り
組
み
も
同
時
に
行
な
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

各
団
体
や
個
人
の
方
が
ま
わ

り
の
方
の
協
力
も
得
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

<

ト
ピ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
１>

 

 

府
内
の
あ
る
市
で
は
、
職
場

の
教
職
員
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
教

育
全
国
署
名
の
協
力
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、「
今
年
は
ぜ
ひ
署

名
の
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
た

い
。
」
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
議
に
提
案

し
、
決
定
。
そ
し
て
市
内
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
も
提
案

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

<

ト
ピ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
２>

 

 

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
を

は
じ
め
、
教
育
委
員
会
連
合
会
、

教
育
長
協
議
会
、
小
学
・
中
学

校
長
会
、
日
教
組
、
そ
の
他
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
教
育
関
係 

団
体
が
尐
人
数
学
級
実
現
と
教

職
員
定
数
増
を
も
と
め
る
要
請

書
を
提
出
（
２
０
１
０
・
４
・

２
７
）
し
、
ま
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
へ
の
提
出
を
要
請
す

る
文
書
を
作
り
、
校
長
が
職
員

に
紹
介
し
た
職
場
も
あ
り
ま
す
。 

５
団
体
・
署
名
宣
伝
行
動 

 

 

５
団
体
（
子
ど
も
と
教
育
・
文
化

を
守
る
大
阪
府
民
会
議
・
大
阪
府
立
高

校
３
０
人
学
級
を
す
す
め
る
会
・
大
阪

市
立
高
校
３
０
人
学
級
を
す
す
め
る
会

大
阪
の
障
害
児
教
育
を
よ
く
す
る
会
・

大
阪
私
学
助
成
を
す
す
め
る
会
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

光
の
パ
レ
ー
ド
で 

府
庁
を
包
囲
し
よ
う
！ 

 

大
阪
私
学
教
職
員
組
合
は
、 

１
５
日
（
金
）
に
、
私
学
助
成

の
削
減
反
対
、
経
常
費
助
成
の

回
復
、
学
費
無
償
化
制
度
の
拡

充
な
ど
を
掲
げ
て
、
府
庁
を
包

囲
す
る
光
の
パ
レ
ー
ド
を
行
な

い
ま
す
。 

 

  

教
育
全
国
署
名
と 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に 

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！ 

１０月２３日（土） 

午後４時～午後５時予定 

   ＪＲ京橋駅 

５団体共同で署名宣伝行動を 

行ないます。時間のある方は 

ごいっしょに取り組みましょう 

１０月１５日（金） 

 午後６時 府庁周辺で宣伝行動 

午後７時 府庁前で集会 

午後７時半 府庁１周パレード 

＊参加者は光るグッズを持参 

 してください。 
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来
年
中
学
校
歴
史
教
科
書
採
択 

あ
ぶ
な
い
教
科
書
は 

い
ら
な
い
！ 

 

２
０
０
６
年
に
改
悪
さ
れ
た

教
育
基
本
法
に
も
と
づ
き
、
２

０
０
８
年
改
訂
の
学
習
指
導
要

領
に
準
拠
し
た
中
学
校
用
教
科

書
が
今
検
定
中
で
す
。
文
科
省

は
教
育
の
目
標
を
押
し
付
け
、

「
愛
国
心
・
道
徳
心
・
公
共
の

精
神
」
な
ど
を
全
教
科
に
記
述

す
る
よ
う
強
制
し
て
い
ま
す
。 

 

小
学
校
の
教
科
書
採
択
が
今

年
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
中
学
校

の
教
科
書
採
択
に
む
け
て
の
運

動
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ

く
る
会
」
が
分
裂
し
、
中
学
校

歴
史
と
公
民
分
野
の
教
科
書
は

２
種
類
の
侵
略
戦
争
賛
美
、
天

皇
中
心
の
愛
国
心
育
成
の
教
科 

書
が
採
択
に
付
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。「
あ
ぶ
な
い
教

科
書
」
を
子
ど
も
た
ち
に
渡
さ

な
い
た
め
に
、
学
習
し
、
危
険

な
内
容
を
多
く
の
教
育
関
係
者

保
護
者
・
府
民
に
知
ら
せ
、
採

択
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
行
な

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

「
大
阪
子
ど
も
調
査
」
の 

普
及
版
を
発
行
し
ま
す
。 

 
 

予
約
注
文
・
活
用
の
ご
案
内 

  

多
く
の
教
職
員
・
保
護
者
の

協
力
で
実
施
で
き
た
第
３
回

「
大
阪
子
ど
も
調
査
」
は
、
今

年
の
４
月
、
調
査
の
分
析
を
報

告
書
「
２
１
世
紀
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
し
て
出
版
し
ま
し
た
。 

 

大
阪
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
は

調
査
報
告
書
の
内
容
を
さ
ら
に

広
範
な
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
普
及
版

の
発
行
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
普
及
版
第
１
刷
に
つ

い
て
は
、
割
引
き
領
価
で
予
約

注
文
を
募
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
お
読
み
い
た
だ
き
、
教

育
懇
談
会
や
学
習
会
な
ど
で
ご

活
用
下
さ
い
。 

 

 

注
文
先 

 

大
阪
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

 

０
６
・
６
７
６
８
・
５
７
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６
・
６
７
６
８
・
２
５
２
７ 

 
 領

価 

４
０
０
円
（
一
冊
） 

予
約
注
文
の
場
合
は 

 
 

 

３
０
０
円
（
一
冊
） 

 

コ
ラ
ム
よ
り
（
一
部
抜
粋
） 

 

今
回
の
調
査
結
果
を
通
し
て

解
明
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
姿

は
、
あ
ら
た
め
て
子
ど
も
と
い

う
存
在
の
す
ば
ら
し
さ
を
確
認

で
き
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
す

な
わ
ち
２
１
世
紀
の
教
育
と
世

の
中
に
対
す
る
明
る
い
展
望
を

不
え
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

全
日
本
教
職
員
組
合 

 
 

 
 

 
 

 

山
口 

隆 

記念講演 

「『つくる会』などの教科書攻撃を 

終わらせるために」 

子どもと教科書全国ネット２１事務局長 俵 義文 

日時 ２０１０年１０月１５日（金）１８時３０分 

会場 大阪府教育会館たかつガーデン ２階「藤」 

資料代  ５００円 
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地
域
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
紹
介 

 

東
住
吉
子
育
て
と
教
育
・
文 

化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
結
成
さ

れ
て
１
６
年
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
教
育
の
つ
ど
い

や
教
育
相
談
、
公
園
マ
ッ
プ
づ

く
り
、
文
化
ホ
ー
ル
建
設
運
動

な
ど
、
多
様
な
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
最
近
は
、「
夏
休
み
子

ど
も
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ビ
デ
オ
上
映
や
紙
し

ば
い
の
全
体
会
と
ゴ
ム
銃
・
工

作
・
も
の
づ
く
り
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
を
組
み
合
わ
せ
、
学
童
保

育
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
活
動
し
ま

し
た
。
年
１
回
の
総
会
と
講
演

会
で
は
、
昨
年
５
０
名
の
参
加

が
あ
り
、
地
元
の
木
津
川
計
さ 

ん
の
お
話
が
大
好
評
で
し
た
。

劇
団
か
ら
の
参
加
が
あ
る
の
も

特
色
で
、
よ
い
文
化
を
広
め
る

活
動
も
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
３
０
人
学
級
の

署
名
な
ど
教
育
条
件
を
よ
く
す

る
運
動
も
協
力
し
合
っ
て
お
り
、

助
け
合
い
活
動
も
大
き
な
柱
で

す
。
月
１
回
の
世
話
人
会
を
軸

に
し
て
今
後
も
創
造
的
な
活
動

を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

（
事
務
局 

図
書 

啓
展
） 

  

 

 

第
６
０
回
目
の
教
育
研
究
集
会 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

「
教
育
の
つ
ど
い
」 

教
職
員
・
父
母
・
地
域
住
民
で
教

育
・
子
育
て
の
こ
と
を
語
り
合
い

ま
す
。
誘
い
合
っ
て
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
参
加
費
・
無
料
） 

編
集
後
記 

 
 

現
在
の
情
勢
を
反
映
し 

 

て
各
団
体
、
地
域
で
は
多 

 

採
、
多
様
な
取
り
組
み
が 

 

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
２
号
で
は
、
そ
の
紹 

 

介
を
中
心
に
掲
載
し
ま
し 

 

た
。
今
後
、
様
々
な
取
り 

 
 

 

組
み
の
様
子
や
生
の
声
を 

 

事
務
局
に
送
っ
て
く
だ
さ 

 

い
。 

 
 

読
み
や
す
い
紙
面
に
す 

 
 

 
 

 

る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
も 

 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
に 

 

と
め
て
作
っ
て
い
き
た
い 

 

 

と
思
い
ま
す
。 

 
 

そ
れ
に
し
て
も
パ
ソ
コ 

 

ン
は
便
利
だ
け
れ
ど
、
な 

 

か
な
か
い
う
こ
と
を
き
い 

 

て
く
れ
ま
せ
ん
。
パ
ソ
コ 

 

ン
の
上
達
も
作
成
者
の
緊 

 

急
課
題
と
な
っ
て
い
る
今 

 

日
こ
の
ご
ろ
で
す
。（
Ｓ
） 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

東
住
吉
ネ
ッ
ト 

 

全体会 １０月３０日（土）１３：３０ 

会場  和泉シティプラザ・弥生の風ホール 

  （泉北高速鉄道「和泉中央」駅より徒歩３分） 

＊歓迎行事 合唱組曲「ちいちゃんのかげおくり」  

      「よさこい河内音頭」 

＊講演 「子どもたちのシグナル見えますか 

―子どもたちと心かよわせる子育て・教育をー」        

     廣木 克行（大阪千代田短期大学学長） 


